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～煌く海、瞳輝く、実りのまち～
きらめ

● 小豆島農村歌舞伎
● 町長の「八日目の蟬」記　セレクション
● 子育ち掲示板
● 子どもの健康相談室
● オリーブ栽培ごよみ
● まちのわだい
● 英語で小豆島を紹介しよう！
● くらしの情報
● くらしのカレンダー
● 小豆島を元気に！私の提言

「過去と未来
～私たちの暮らす小豆島～」
～３万4000人のキャンドルナイトin小豆島　　　
　　　　　　　　　　　　　　旧小豆島高校～
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10
月
に
入
る
と
各
地
域
で
秋

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
太
鼓
台
の

奉
納
は
も
ち
ろ
ん
、
幟
さ
し
や

オ
シ
コ
ミ
、
オ
オ
ネ
リ
な
ど
、

地
域
の
人
が
守
り
抜
い
て
き
た

伝
統
文
化
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

小
豆
島
に
は
多
く
の
伝
統
文

化
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

月
号
で
は
、
平
成
27
年
に
国
の

　
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に

選
ば
れ
た
「
小
豆
島
農
村
歌
舞

伎
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

か
つ
て
は
島
中
で
農
村
歌
舞

伎
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
中
山
と
肥
土
山（
土

庄
町
）の
み
で
上
演
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
総
称
し
、
小
豆
島
農

村
歌
舞
伎
と
い
い
ま
す
。

　

小
豆
島
の
農
村
歌
舞
伎
の
起

源
を
は
っ
き
り
と
語
る
資
料
は

あ
り
ま
せ
ん
。
伝
承
で
は
、
三

百
年
程
前
の
江
戸
時
代
中
期
、

伊
勢
参
り
や
上
方
に
行
っ
た
島

民
が
そ
の
文
化
に
触
れ
、
衣
裳

な
ど
を
持
ち
帰
り
、
自
分
た
ち

で
演
じ
ま
し
た
。
時
に
は
、
島

の
話
題
を
盛
り
込
ん
だ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
脚
本
を
作
り
、
地
域
を

挙
げ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

幕
末
頃
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま

で
、
島
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
、
上
演
場

所
は
仮
舞
台
も
含
め
る
と
、
百

四
十
ヶ
所
を
超
え
、
ま
た
島
中

に
七
百
人
を
超
え
る
人
が
歌
舞

伎
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

島
内
に
は
二
つ
の
舞
台
が
あ

り
、
と
も
に
国
の
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
築
年
代
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
後
期
に

は
既
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

他
に
も
舞
台
が
あ
っ
た
地
区

が
あ
り
ま
す
。
吉
田
等
は
島
外

に
移
設
し
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
災
害

や
開
発
で
取
り
壊
さ
れ
た
り
、

道
場
等
に
転
用
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
礎そ

石せ
き

や
遺
構
だ
け
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

島
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
そ
の
跡

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
、
小
豆
島
農
村
歌

舞
伎
が
、
国
の
「
記
録
作
成
等

の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
」
に
選
ば
れ
、
土
庄

町
と
共
同
で
文
化
財
的
な
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
小
豆
島
農
村
歌
舞

伎
」
の
調
査
・
記
録
・
保
存
・

公
開
な
ど
に
関
す
る
経
費
の
一

部
に
国
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
文
化

的
価
値
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

島
の
歌
舞
伎
が
ど
う
い
っ
た

も
の
で
、
ど
う
伝
承
さ
れ
た
か
、

そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
全

体
像
と
そ
の
価
値
づ
け
を
試
み

て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
豆
島
を
象
徴
す
る
伝

統
芸
能
で
あ
る
農
村
歌
舞
伎
を

後
世
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小豆島農村歌舞伎

農村歌舞伎に使用する衣装の調査

農
村
歌
舞
伎
の
歴
史

農
村
歌
舞
伎
舞
台

価
値
を
明
ら
か
に

小
豆
島
農
村
歌
舞
伎
と
は

農村歌舞伎に関する古写真・資料を集めています。
お持ちの方は社会教育課（☎︎82−7015）まで



2017.10３

小豆島町内にある県・町指定無形民俗文化財

江戸時代から続く、当時の踊り
の型をよく伝えた優雅な踊り。
８月14日の夜。戦死者の追善と
新仏の供養のための盆踊りとし
て、踊り伝えられてきた。

10月16日の亀山八幡宮秋祭り
で披露される踊り。太鼓台奉
納のあと、拍子木を先頭にな
ぎなた、毛やり、はさみ箱を
持った若衆たちが練り踊り、
最後にその年に話題になった
ものや縁起物を飾り付けたダ
ンジリが続く。大名行列を模
しているとも。

８月14日早朝、神懸通の別当川で住民が河原に集まっ
て五目めしを炊いて、無縁仏の供養を願う。

10月15日の内海八幡神社秋祭りの奉納
芸。太い竹竿につけた約８メートルの
幟を１人で倒さずに、さまざまな技を
披露する。

県指定
安田おどり（安田）

町指定
オオネリ（池田）

町指定
川めし（神懸通）

10月16日の亀山八幡宮秋祭りの太
鼓台奉納の一つ。太鼓台を船で運
び、浜にかき上げる。秋祭りの始
まりを告げる象徴的な神事。

町指定
オシコミ（神浦）

町指定
幟さし（馬木・橘）

　

こ
う
し
た
文
化
財
的
な
調
査

と
と
も
に
、
ど
の
伝
統
芸
能
に

お
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
後
継
者
の
育
成
で
す
。

　

中
山
農
村
歌
舞
伎
で
は
、
昭

和
五
十
年
に
、
そ
れ
ま
で
中
断

し
て
い
た
子
ど
も
歌
舞
伎
を
復

活
さ
せ
ま
し
た
。「
中
山
に
生

ま
れ
た
ら
歌
舞
伎
は
観
る
も
の

で
は
な
く
、
や
る
も
の
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
身
近
な
存
在
で

す
。
昔
は
小
学
５
・
６
年
生
が

中
心
で
し
た
が
、
子
ど
も
の
数

の
減
少
に
よ
り
、
今
で
は
、
小

学
２
年
生
か
ら
舞
台
に
立
ち
ま

す
。

　

10
月
８
日
の
本
番
に
向
け
て
、

子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、「
青
砥
稿
花
紅
彩
画
︱

稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場
︱
」。
白
浪

五
人
男
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
演

目
で
す
が
、
夏
休
み
に
入
っ
て

す
ぐ
、
子
ど
も
た
ち
は
「
読
み

合
わ
せ
」
と
呼
ば
れ
る
練
習
を

始
め
ま
し
た
。「
大
勢
の
大
人
で

教
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
混

乱
し
て
し
ま
う
」
と
の
思
い
か

ら
、
指
導
は
久
保
政
中
山
農
村

歌
舞
伎
保
存
会
長
が
一
人
で
行

い
ま
す
。
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の

読
み
方
、
言
い
回
し
な
ど
確
認

し
、
セ
リ
フ
を
覚
え
た
と
こ
ろ

で
、
所
作
を
伴
っ
た
「
立
ち
稽

古
」
へ
と
進
み
、
中
山
の
舞
台

開
き
を
待
っ
て
「
舞
台
稽
古
」

に
入
り
ま
す
。

　

久
保
会
長
の
指
導
は
時
に
厳

し
く
、
時
に
優
し
く
。
賑
や
か

な
子
ど
も
た
ち
も
練
習
に
入
る

と
、
真
剣
な
表
情
で
す
。
低
学

年
の
子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
時

に
は
、
す
か
さ
ず
高
学
年
の
子

が
手
を
差
し
の
べ
ま
す
。
大
人

か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
同
士
で
も
、
伝
統

が
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

中
山
農
村
歌
舞
伎
の
取
り
組
み

所作を伴った「立ち稽古」のようす

注意された箇所を
書き込んだ台本

　今年は中山農村歌舞伎保存会発足
50年という大きな節目を迎えました。
未来を担う小さな子どもたちから、これまで何十年と
伝統を守り続けてきた年配の方まで、さまざまな世代
が集まり、一丸となって、また今年も伝統をつないで
いきます。「やるからには最高の舞台」を目指します。

　今年はずっとやりたかった
弁天小僧菊之助の役をやります。
長ぜりふが終わった後の見得を切るところが難
しいけれど、とてもかっこいいので、来てくれ
た人に見てほしいです。六年生なので、今年が
最後の子ども歌舞伎になるけれど、大人になっ
ても中山にいたら、歌舞伎に出たいと思います。

10月８日中山春日神社
　奉納歌舞伎に向けての意気込み 弁天小僧菊之助を演じる

　大
おお

　西
にし

　珀
はく

　士
と

さん
中山農村歌舞伎保存会会長

　久
く

　保
ぼ

　　政
ただし

さん

（池田小6年）



2017.10 ４

　

今
年
４
月
に
開
校
し
た
小
豆

島
中
央
高
校
の
校
歌
を
聴
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
関
西
の
交
響
楽
団

の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
な
ど
の
首
席
奏

者
ら
で
構
成
さ
れ
る
楽
団
「
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ
」
の
メ
ン

バ
ー
で
、
校
歌
の
作
詞
と
作
曲

を
し
て
い
た
だ
い
た
響
敏
也
さ

ん
と
宮
川
彬
良
さ
ん
が
、
わ
ざ

わ
ざ
高
校
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
お
二
人
か
ら
校
歌
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
生
徒
に
話
し

て
い
た
だ
き
、
宮
川
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
生
徒
み
ん
な
で
校

歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　

校
歌
は
、「
青
春
の
誓
い
」

と
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
詞
を

さ
れ
た
響
さ
ん
は
、
作
詞
に
あ

た
っ
て
小
豆
島
を
訪
れ
、
生
徒

の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

響
さ
ん
は
、
小
豆
島
に
、
海
と

山
か
ら
出
る
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
ぶ
つ
か
り
、
渦
巻
く
の
を
感

じ
ま
し
た
。
宮
川
さ
ん
は
、
そ

の
詞
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
て
、
50
年
た
っ
て
も
、
１
０

０
年
た
っ
て
も
、
歌
え
る
歌
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
曲
を
つ
け
ま

し
た
。

　

校
歌
は
、「
海
か
ら
昇
る　

命

の
煌
め
き　

山
か
ら
届
く　

若

さ
の
轟
き
」
で
始
ま
り
ま
す
。

　
「
海
か
ら
昇
る　

命
の
煌
め
き
」

と
は
、
日
の
出
の
光
景
で
す
。

　
「
命
」
は
太
陽
で
す
。
太
陽
は
、

人
は
も
ち
ろ
ん
、
動
植
物
な
ど
、

す
べ
て
の
生
命
の
源
で
す
。「
山

か
ら
届
く　

若
さ
の
轟
き
」
と

は
、
山
か
ら
吹
き
降
り
る
風
で

あ
り
、
若
者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。

　

宮
川
さ
ん
は
、
歌
詞
に
込
め

ら
れ
た
解
釈
を
生
徒
の
皆
さ
ん

に
話
し
、
そ
の
歌
詞
を
美
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
ま
し
た
。
一

筆
書
き
の
よ
う
に
、
一
気
に
５

分
で
曲
が
で
き
あ
が
っ
た
そ
う

で
す
。

　

校
歌
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

つ
な
が
り
の
な
か
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。
小
豆
島
は
、
瀬
戸
内

海
と
い
う
交
通
の
要
衝
に
あ
る

島
で
す
。
海
を
通
じ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
地
域
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

校
歌
は
、
こ
の
つ
な
が
り
の

な
か
で
、
あ
る
日
、
宮
川
さ
ん

に
校
歌
を
つ
く
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
話
が
出
て
、
つ
な
が
り

の
あ
る
人
た
ち
が
連
絡
を
と
り

あ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
決

ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
宮
川

さ
ん
は
、
作
詞
が
響
さ
ん
で
あ

る
こ
と
を
条
件
に
作
曲
を
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
素
晴
ら
し
い
校
歌

が
小
豆
島
中
央
高
校
に
誕
生
し

ま
し
た
。
校
歌
は
、
高
校
の
校

歌
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
島
は

ひ
と
つ
」
の
小
豆
島
の
「
青
春

の
誓
い
」
の
歌
で
も
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
50
年
後
に
も
、

１
０
０
年
後
に
も
歌
わ
れ
て
い

る
は
ず
で
す
。

　
　
（
９
月
11
日
掲
載
分
か
ら
）

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
小
豆
島
中
央
高
校
校
歌
「
青
春
の
誓
い
」』

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
祭
り
の
季
節
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
島
の
秋
祭
り
で
は
、

各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ

る
奉
納
芸
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

10
月
15
日
に
行
わ
れ
る
内
海

八
幡
神
社
の
例
祭
で
は
、
馬
木

地
区
と
橘
地
区
に
よ
る
「
幟
さ

し
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

ま
た
地
域
の
若
者
た
ち
の
力
試

し
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、

高
い
技
術
が
必
要
で
す
。
現
在

も
技
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
、

両
地
区
の
保
存
会
が
後
継
者
育

成
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幟の

ぼ
り

　
さ
　
し
【
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

Vol.18

小
豆
島
町
の
文
化
財

小
豆
島
町
の
文
化
財

宮川さんの伴奏で
生徒の皆さんが校歌を歌いました

【
馬
木
地
区
の
幟
さ
し
】

【
橘
地
区
の
幟
さ
し
】

　

こ
れ
は
江
戸
時
代
か

ら
継
承
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
奉
納
芸
で
、

長
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
竹
竿
に
、
八
メ

ー
ト
ル
の
旗
を
付
け
た

大
き
な
「
幟
」
を
一
人

で
た
お
す
こ
と
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
を
披
露

し
ま
す
。「
幟
」
を
ひ
ょ

い
ひ
ょ
い
と
扱
う
様
は

壮
観
で
、
一
つ
技
が
き

ま
る
ご
と
に
歓
声
が
上

り
ま
す
。

　

こ
の
奉
納
芸
は
、
例

祭
時
に
立
て
る
幟
を
使

い
、
渡と

き
ょ御

の
際
に
太
鼓

台
に
先
ん
じ
て
行
わ
れ

る
「
つ
ゆ
払
い
」
の
役

割
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。



オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・
長
寿
の
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づ
く
り

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・
長
寿
の
島
づ
く
り

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・
長
寿
の
島
づ
く
り
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聴力

視力

内科歯科

子 育 ち 掲 示 板

５

＼まちの子育ち　あれこれ紹介します！／

就学時健診って

なにをしているの？

子育ち通信や子育ちに関する情報は、町
ホームページ・子育ち共育課へアクセス♪

子育ち共育課☎0879-82-7010 
メール：olive-kosodachi@town.shodoshima.lg.jp

就学時健診は「学校保健安全法」という法律に基づいて、

翌年４月に小学校へ入学するお子さまを対象に行っている

健診です。健診は、保護者同伴で、入学予定の小学校で受

診していただきます。

Vol.53

　

生
活
環
境
や
生
活
様
式
等
が

大
き
く
変
化
し
、
生
活
習
慣
病

が
小
児
の
こ
ろ
か
ら
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
県
内
小
学
４
年

生
で
、
10
人
に
１
人
く
ら
い
の

割
合
で
肥
満
傾
向
や
脂
質
異
常

等
が
あ
る
こ
と
が
香
川
県
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
４

年
生
と
中
学
１
年
生
を
対
象
に
、

小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
（
オ
リ
ー
ブ
健
診
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
健
診
で

は
、
血
液
検
査
を
行
い
、
小
豆

島
中
央
病
院
に
よ
る
分
析
結
果

を
基
に
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

血
液
検
査
の
分
析
結
果
等
は
、

保
護
者
に
通
知
し
て
、
お
子
さ

ん
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
次
健
診
で
有
所
見
者
へ
の
二

次
健
診
の
実
施
、
個
別
の
食
事

調
査
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
食
に
関
す
る
指

導
を
栄
養
教
諭
が
各
校
を
訪
問

し
て
行
う
と
と
も
に
、
町
作
成

の
「
オ
リ
ー
ブ
を
活
用
し
た
健

康
テ
キ
ス
ト
」
や
「
オ
リ
ー
ブ
を

活
用
し
た
レ
シ
ピ
集
」
を
用
い

た
子
ど
も
へ
の
指
導
や
保
護
者

と
の
連
携
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

小
児
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

は
、「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は

ん
」
を
は
じ
め
「
外
遊
び
、
運

動
」
な
ど
の
望
ま
し
い
生
活
習

慣
の
定
着
と
確
立
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
家
庭
の
意
識
的
な

取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
指
導
室

主
任
指
導
主
事　

武　

井　
　

真

『
小
豆
島
町
に
お
け
る
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り
組
み
』

栄養教諭による食に関する指導

○今年度の就学時健診は…（対象者には事前に通知します。）
◦安田小学校入学予定者 11/16㈭ 9：00〜
◦苗羽小学校入学予定者 11/17㈮ 9：00〜
◦池田小学校入学予定者 11/24㈮13：30〜
◦星城小学校入学予定者 11/29㈬13：30〜　の予定です。

小学校入学に向けて就学前から家庭でできること
現在５歳児（年長クラス）の子どもたちは約半年後には小学生。小学校に入学すると、園・所とは違う生活
が待っています。園・所でも、就学に向けて整理整頓や時間の区切りを意識した活動などをしていますが、
家庭でもできることがあります。

６歳児に必要とされている睡眠時間は９〜11時間とも言わ
れています。小学生になると登校時刻が決まっています。
気持ちよく１日をはじめて、小学校での授業に集中できる
ようにするためにも早く寝る習慣をつけることが大事です。

朝ごはんは栄養補充だけでなく、よく噛んで
食べることで、脳や消化器官を目覚めさせま
す。また、バランスの良い食事をとることで、
排便の習慣を身につけることができます。

現在園・所に通わせている方は、担任の先生からお子さんの様子を聞く機会が多くあるのではないでしょうか。
小学生になると、その機会が少なくなるため、お子さんから1日の出来事を聞くようにしましょう。そうする
ことで、お子さんの心身の健康状態や友だちとの人間関係なども把握することができます。

○自分で早寝・早起きできる習慣をつけましょう ○朝ごはんをしっかり食べましょう

○お子さんとしっかりコミュニケーションをとりましょう

おま
け♪
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日　程 受付時間 実施場所

６

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
検
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
６
日

㈮
ま
で
に
健
康
づ
く
り
福
祉
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

11
月
６
日
㈪
～

９
日
㈭
お
よ
び
12
日
㈰

時
間
・
場
所　

特
定
健
康
診
査
・

　

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
集

　

団
健
診
と
同
様（
左
上
の
表
）

検
査
内
容　

血
液
検
査（
Ｂ
型
・

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）

対
象
者　

昭
和
52
年
４
月
１
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
今

　

ま
で
に
医
療
機
関
や
検
診
で

　

血
液
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

　

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）
を
受
け

　

た
こ
と
が
な
い
方

費
用　

８
０
０
円

※
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
、

満
40
歳
の
方
は
無
料
で
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

胃がん・乳がん・子宮頸がん検診のご案内
　下記のとおり11～12月にがん検診を行います。今年度最後の機会ですので、ぜひ受診しましょう。
なお、乳・子宮頸がん検診は、昨年度受診された方は受診できません。
　受診を希望される方は、10月13日㈮までに健康づくり福祉課（☎︎82−7038）へお申し込みください。
前回　（胃がんは昨年、乳・子宮頸がんは２年前）受診された方は、申し込み不要です。

胃がん検診
（バリウム検査）

内　容
11月30日㈭
12月12日㈫
12月17日㈰
12月19日㈫
12月11日㈪
12月15日㈮
12月17日㈰
12月７日㈭

日　程

1，400円

料　　金

8：30～10：30

時　間
草 壁 公 民 館
旧 内 海 庁 舎
イマージュセンター
旧 内 海 庁 舎
草 壁 公 民 館
旧 内 海 庁 舎
イマージュセンター
旧 内 海 庁 舎

場　　　所

40歳代　：1，500円
50歳以上：1，200円

乳がん検診
（マンモグラフィー検査）

子宮頸がん検診
12月17日㈰

9：00～11：00
13：00～15：00

10：00～11：30
13：00～14：30

10：00～11：30
1，100円

イマージュセンター

　

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の

指
定
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

期
間
は
10
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

対
象
者

　

40
歳
以
上
で
受
診
日
現
在
に

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
方

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

は
緑
色
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
の
方
は
ピ
ン
ク
色
の

受
診
券
を
５
月
末
頃
に
そ
れ
ぞ

れ
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

受
診
方
法

　

①
か
②
の
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
、
期
間
中
に
１
回
受
診
で
き

ま
す
。（
自
己
負
担
額
６
０
０
円
）

①
指
定
医
療
機
関
で
受
診

　

10
月
31
日
㈫
ま
で

②
集
団
健
診
で
受
診

　

左
記
の
日
程
で
実
施

※
国
保
・
後
期
人
間
ド
ッ
ク
と

こ
の
健
診
の
両
方
を
受
診
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

受
診
は
お
早
め
に
！

国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

11月１日㈬

11月２日㈭

11月６日㈪

11月７日㈫

11月８日㈬

11月９日㈭

11月12日㈰

堀越港サノヤス前岸壁※

田 浦 漁 港 ※

三都ふれあいセンター

働 く 婦 人 の 家

坂 手 公 民 館

西 村 公 民 館

草 壁 公 民 館

福 祉 会 館

福 田 公 民 館

イマージュセンター

11：00～11：30

10：30～11：00

10：00～10：30

13：30～14：30

10：00～10：30

13：30～14：00

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～11：00

10：00～10：30
※済生丸での受診です。

国保特定健診・後期高齢者健診、
肝炎ウイルス検診日程表

受
診
は
お
早
め
に
！

国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
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左
記
対
象
者
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部

が
公
費
負
担
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
方
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
方
は
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

◦
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

◦
満
60
～
64
歳
で
、
慢
性
高
度

　

心
・
肺
・
腎
機
能
不
全
者
と

　

認
め
ら
れ
る
方

実
施
期
間

　

10
月
～
平
成
30
年
３
月
末

７

いつまでもキレイ！健康なからだづくりを応援！
ヘルスアップ事業のお知らせ

参加者大募集！
●食の教室　Ｋ'ｓキッチン
　K’sキッチンの「K」は「健康」・「からだ」・「キレイ」の意味があります。
　ご自身の食生活を見直してみませんか？

　貯骨は食事から（骨粗しょう症予防）

　　日　時：10月22日㈰　10時～13時
　　場　所：池田保健センター調理室
　　内　容：管理栄養士の講話・調理体験
　　準備物： エプロン・三角巾・タオル
　　参加費：３００円
　　申込締め切り：10月16日㈪
　　申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　☎︎82−7038

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て

自
己
負
担
額　

１
，８
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
窓

口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ

る
の
は
、
１
回
の
み
で
す
。
２

回
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

あ
と
の
１
回
は
全
額
自
己
負
担

で
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
施
方
法

　

各
自
で
医
療
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
本
人
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
し
受
け
て
く
だ

さ
い
。
予
診
票
は
医
療
機
関
に

　治療効果が確認されていないのに、「がんや
糖尿病を治す」とうたう健康関連業者に関す
る相談が小豆郡内で報告されています。
　アメリカ研究機関の研究結果の中には、代
替医療を利用したがん患者の死亡率は一般的
な医療を利用する患者と比べ何倍も高いとい
うものもあります。病気を治すとうたった健
康食品や健康器具がお金だけでなく、健康や
最悪の場合、命を失う報告もありますので十
分ご注意ください。
　不安な時やトラブルになった時は、相談窓
口にご連絡ください。
問い合わせ先
　小豆県民センター
　消費生活相談専用電話
　☎︎62−2269

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て

「がんや糖尿病を治す」とうたう
保険の効かない代替医療にご注意！

置
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
島
外
（
県
内
）
の
医

療
機
関
で
予
防
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
82
︱
７
０
３
８

　

受
診
の
対
象
と
な
る
今
年
度

41
歳
、
51
歳
に
な
ら
れ
る
方
に

は
４
月
に
黄
色
の
受
診
券
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
で
案
内
が
届
い
て
い

な
い
方
や
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

◦
昭
和
51
年
４
月
２
日
～
昭
和　
　

　

52
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◦
昭
和
41
年
４
月
２
日
～
昭
和

　

42
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
82
︱
７
０
３
８

無
料
成
人
歯
科
健
診
は
12
月
ま

で
で
す
。
早
め
の
受
診
を
！
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科　

山　

本　

真
由
美
先
生

〈
子
ど
も
の
感
染
症
、
予
防
対
策
〉

　

今
年
の
夏
は
、
手
足
口
病
や

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、
プ
ー
ル
熱

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
夏
か

ぜ
」
が
流
行
し
た
夏
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
感
染
症
の
流
行
の

中
心
に
な
る
の
は
、
や
は
り
集

団
生
活
の
場
で
あ
る
保
育
所
や

幼
稚
園
な
ど
で
す
。
保
育
所
の

先
生
方
も
、
お
子
さ
ん
の
体
調

に
は
注
意
を
は
ら
い
、
園
内
で

の
感
染
予
防
に
つ
い
て
も
、
施

設
内
の
清
潔
の
維
持
や
消
毒
、

先
生
方
自
身
の
体
調
管
理
や
手

洗
い
な
ど
の
予
防
策
を
実
施
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
集
団
で
生
活
し
て
い
る
以

上
、
完
全
に
風
邪
を
始
め
と
し

た
感
染
症
を
予
防
す
る
の
は
困

難
で
す
が
、
必
要
な
こ
と
で
す
。

特
に
手
洗
い
は
、
ご
家
庭
で
も

簡
単
に
で
き
て
有
効
な
感
染
対

策
で
す
。
指
の
間
や
指
の
先
、

手
首
の
辺
り
は
、
特
に
洗
い
残

し
が
多
い
場
所
で
す
。
意
識
し

て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
感

染
症
に
か
か
り
な
が
ら
、
自
分

の
免
疫
で
自
分
の
体
を
守
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
あ

る
程
度
は
必
要
な
こ
と
で
す
。

た
だ
、
感
染
症
の
中
に
は
、
診

断
が
難
し
か
っ
た
り
、
治
療
法

が
な
く
死
亡
し
た
り
、
後
遺
症

が
残
る
よ
う
な
感
染
症
が
あ
り

ま
す
。
予
防
接
種
は
、
お
お
む

ね
そ
の
よ
う
な
感
染
症
を
防
ぐ

た
め
の
も
の
で
す
。
今
で
は
ほ

と
ん
ど
み
な
い
感
染
症
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
予
防
接
種
の

普
及
に
よ
っ
て
か
か
る
人
が
少

な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
今

で
も
接
種
率
が
下
が
る
と
流
行

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
集
団
生
活

を
送
る
の
で
あ
れ
ば
、
予
防
接

種
を
受
け
て
お
く
こ
と
を
強
く

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
の
際
の
感
染
も

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ

か
ら
は
小
豆
島
中
央
病
院
小
児

科
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
感
染

予
防
の
面
か
ら
も
長
ら
く
問
題

に
な
っ
て
い
た
院
内
で
の
待
ち

時
間
対
策
と
し
て
、
10
月
か
ら

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
を
優
先
し
て
診
療

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
当
科

な
ど
で
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

温 浴 健 康 教 室 の ご 案 内
場　所　サン・オリーブ
時　間　13：30～14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30～15：30　温　　浴（入　　浴）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無料（ただし、飲食などは自己負担）

※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
※10月12日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課　国保係　☎︎82−7038

10月26日

送　　迎　　地　　区日　程

神浦・蒲野・吉野・二面・室生

10月５日

10月19日

福田・吉田・当浜・岩谷・ 橘 ・西村・
草壁・安田
馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・
西村・草壁・安田

（小豆島町食生活改善
推進協議会）元気もりもり健康食！

今年度のテーマ　～野菜をもう一皿～

白菜とツナの
めんつゆサラダ

❖作り方
①　白菜を縦半分に切り、５㎜幅に切る。
②　ボウルに①を入れ、塩を全体にふり混ぜ、５分置く。
　　少しもんでさっと水にくぐらせて絞る。
③　ボウルに②の白菜、ツナ、Ａを入れよく和える。

❖栄養価（１人分）
　エネルギー　　　　　112kcal
　たんぱく質　　	 5.7g
　脂　　　質　　	 4.0g
　カルシウム　　	 135㎎
　食塩相当量　　	 2.2g

❖材　料（4人分）
　白菜　　400g　　ツナ缶　　１缶　　塩　　大さじ１
　Ａ　すりごま　　　　　大さじ２
　　　めんつゆ（２倍希釈）大さじ２

}

問い合わせ先
　香川県子ども女性相談センター
　　☎︎087−862−8861
　香川県西部子ども相談センター
　　☎︎0877−24−3173

さとおやのさと 検索

　

す
べ
て
の
子
ど
も
は
、
深
い

愛
情
に
包
ま
れ
て
、
家
庭
で
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現

実
に
は
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
、
家
族
の
も
と
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が

家
族
の
一
員
と
し
て
、
温
か
い

愛
情
と
家
庭
的
な
環
境
の
中
で

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、

里
親
制
度
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
一
緒

に
歩
む
里
親
制
度
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　【
里
親
制
度
説
明
会
】

日
時　

10
月
29
日
㈰

　
　
　

14
時
～
16
時

場
所　

か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
福

　

祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

　
（
高
松
市
田
村
町
１
１
１
４
）

内
容　

里
親
制
度
に
つ
い
て
、

　

先
輩
里
親
さ
ん
体
験
談
等

10
月
は
「
里
親
を
求
め
る
運
動
」
月
間
で
す

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

対
象　

里
親
制
度
に
つ
い
て
知

　

り
た
い
方
、
里
親
に
な
り
た

　

い
方

10
月
は
「
里
親
を
求
め
る
運
動
」
月
間
で
す

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
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広報文芸

小豆島町立
図書館
☎82－0291

新刊紹介（一般向き）
書　　　　名 著者名

新刊紹介

おしりたんてい いせきからのSOS
ジェロニモとばけネコ地下鉄のなぞ
ギョギョギョ !おしえて!さかなクン　２
カラスだんなのはりがねごてん
生活向上委員会！　５
牛乳カンパイ係、田中くん　４

（児童向き）

理科準備室のヴィーナス
か え た い 二 人

（ティーンズ向き）

書　　　　名

そらの100かいだてのいえ
だいぶつさまのうんどうかい
ほしじいたけほしばあたけ
こんやはてまきずし
おしりのねっこ
あらいぐまラスカル

（幼児向き）

大 人 向 け　「文学賞等受賞作品図書」展　　11月29日㈬まで
読書週間にあたり、本屋大賞など各種の賞を受賞した大人向けの本を展示・貸出
します。
子ども向け　「ハロウィンの世界」展　「子どもの文庫本」展　10月29日㈰まで
　展示・貸出しますので。ぜひご利用ください。

今月のロビー展

図書館で映画を上映します。無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。
10月29日㈰14時から（子ども向け）「ちびまる子ちゃん ハロウィンパーティー
をやろうの巻」

映画会のお知らせ

鬼　　　　　役　22　宿敵
親　　　　　友
院　長　選　挙
緑　の　窓　口
移 植 医 た ち
無 敵 の 二 人
Ｒ　　帝　　国
つ　　ぼ　　み
ほ　し　の　こ
さ ら さ ら 流 る
逆　向　誘　拐
宿痾　表御番医師診療禄　１０
末ながく、お幸せに
バック・ステージ
騙 し 絵 の 牙
こ の 世 の 春　上・下
風　神　雷　神　風の章
風　神　雷　神　雷の章
告白　三島由紀夫未公開インタビュー
女　　　　　塾
高峰秀子の捨てられない荷物
やばい老人になろう
藤井聡太　名人をこす少年
老いた親のきもちがわかる本
赤ちゃんとママがぐっすり眠れる本
忙しい人のための「ついでレシピ」
にっぽん全国たのしい船旅　2017−2018
るるぶ温泉＆宿 関西 中国 四国 北陸

坂　岡　　真
川　端　康　成
久 坂 部　 羊
下　村　敦　史
谷　村　志　穂
中　村　　航
中　村　文　則
宮　下　奈　都
山　下　澄　人
柚　木　麻　子
文　　　　善
上　田　秀　人
あさのあつこ
芦　沢　　央
塩　田　武　士
宮　部　みゆき
柳　　広　司
柳　　広　司
三　島　由紀夫
田　渕　久美子
斎　藤　明　美
さ　だ　まさし
津　江　章　二
佐　藤　眞　一
小　山　博　史
笠　原　将　弘

わ
が
歩
み
邪
魔
だ
と
追
ひ
越
す
銀
髪
の
御
婦
人
の
あ
り
オ
ゲ
ン
キ
デ
ス
ネ

盆
休
み
大
阪
の
孫
帰
島
し
て
ト
ラ
ン
プ
に
興
ず
る
一
夜
は
や
明
け
に
け
り

ふ
る
さ
と
の
海
の
記
憶
を
風
鈴
に
夫
婦
で
営
む
ガ
ラ
ス
工
房

月
あ
か
る
七
夕
の
夜
に
心
澄
み
夢
で
い
い
か
ら
逢
瀬
を
願
ふ

山
の
日
が
祝
日
と
な
り
盆
準
備
余
裕
の
で
き
て
気
が
楽
に
な
る

帰
省
客
溢
れ
て
島
は
活
気
づ
き
三
十
五
度
の
暑
さ
ヘ
ッ
チ
ャ
ラ

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
開
き
て
ゆ
け
ば
一
本
の
紐
に
な
り
ゆ
く
ア
ニ
マ
ル
ポ
ー
チ

新
幹
線
下
り
発
車
す
江
戸
っ
子
が
所
払
ひ
を
食
ら
ふ
淋
し
さ

堀
内　

実
男

藤
本
た
だ
し
げ

伝
宝
千
鶴
子

八
木　

勝
子

山
元　

露
子

八
木　

慶
子

立
住
喜
代
子

や
ぎ
あ
き
ら

歌壇　小豆島
八月例会　詠草

供
花
淋
し
子
等
の
声
な
き
地
蔵
盆

空
蝉
の
眼
虚
空
を
仰
ぎ
を
り

大
空
の
画
布
に
一
筆
秋
の
雲

サ
ン
グ
ラ
ス
外
し
て
幼
ナ
あ
や
し
け
り

無
花
果
に
和
も
洋
も
あ
り
道
の
駅

湯
加
減
を
一
寸
熱
め
に
夜
半
の
秋

夏
果
つ
と
大
声
あ
げ
て
叫
び
た
い

秋
の
蚊
も
連
れ
て
戻
り
し
爺
の
試
歩

絵
心
を
誘
ふ
風
車
や
島
の
秋

岡
田　

雅
子

柴
田　

礼
美

中
岡
佐
智
子

太
麻　

孝
子

三
枝　

断
水

南　
　
雪　
心

冨
田　

恒
子

遠　
宮　
　
忠

吉　
仲　
　
等

1日㈰　14：00〜14：30
7日㈯　10：00〜12：00
8日㈰　14：00〜14：30

14日㈯　10：00〜12：00
21日㈯　14：00〜16：00
22日㈰　14：00〜16：00

にこにこおはなし会
論語を読む会
おはなしひとみ会
古文書を読む会
紫式部日記を読む会
読書会
　　（内容：「蝉しぐれ」　藤沢　周平　著）

10月の行事予定

行　　事　　名 日　　　　　　時 対　象
幼 ・ 児 童
一 般
小 学 生
一　　 般
一　　 般
一　　 般

日
時　

10
月
11
日
㈬
、
12
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～

場
所　

池
田
公
民
館

（
イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
）

講
師　

桝
田　
陽
子　
先
生

内
容　

ち
り
め
ん
で
作
る
干
支

　

の
つ
る
し
飾
り

定
員　

10
名

準
備
物　

裁
縫
道
具

費
用　

実
費

申
込
開
始
日　

10
月
２
日
㈪
～

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

池
田
公
民
館

　

☎
75
︱
０
６
０
０

オリーブギャラリー10月の展示（オリーブナビ小豆島２階）
今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

展示時間　９：00〜17：00

展　示　期　間 展　示　内　容
9月24日㈰〜10月7日㈯ 小豆島町絵画愛好会　絵画作品展

紙芝居同好会　作品・絵画展10月9日㈪〜12日㈭

生 田 句 会

池
田
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

干
支
づ
く
り
教
室
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平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

●子どもの電話・来所・訪問相談 
　学校を休みがち・いじめ・進路など教育に
ついて子どもや保護者から相談を受け付けて
います。
　【受付時間】
　月～金曜日（祝日を除く）
　８時30分～17時
●親の会
　学校を休みがちの子どもを持つ保護者（父
母、祖父母など）が悩みや子どもとの接し方
などについて話す会を開いています。
　【日時】
　毎月　第３金曜日　10時～12時
※都合により変更する場合があります。
問い合わせ先
　小豆地区教育支援センター「若竹教室」
　（場所：土庄中学校東）
　☎︎62−6200

小豆地区教育支援センター
｢若竹教室｣ からのお知らせ

小豆地区教育支援センター
｢若竹教室｣ からのお知らせ

　【
宝
く
じ
の
助
成
金
で
】

　

こ
の
た
び
、
室
生
地
区
自
主

防
災
会
が
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社

会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成
を
受

け
て
、
防
災
用
資
機
材
お
よ
び

倉
庫
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

室
生
地
区
自
主
防
災
会
は
、

自
助
・
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、

地
域
の
防
災
力
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

折りたたみ式車いす

防災倉庫

夜間の急な病気には
病院に行く前に、まずは相談！
☆ ☆ 救 急 電 話 相 談 ☆ ☆

毎日受付：19時～翌朝８時
小児向け：♯8000
一般向け：☎087−812−1055

第
39
回
「
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」
募
集

　

10
月
27
日
㈮
か
ら
の
読
書
週

間
に
ち
な
み
、
町
内
の
小
・
中

学
生
と
高
校
生
か
ら
読
書
感
想

文
を
、
ま
た
一
般
の
方
か
ら
読

書
感
想
文
・
創
作
文
を
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

応
募
の
種
類

◦
Ａ
類　

自
由
図
書

◦
Ｂ
類　

郷
土
出
身
作
家
作
品

◦
Ｃ
類　

創
作
・
随
筆
な
ど

（
俳
句
、
詩
は
除
き
ま
す
）

応
募
作
品

　

１
人
１
点
（
発
表
、
未
発
表

の
別
は
不
問
。
た
だ
し
、
平
成

29
年
４
月
１
日
以
降
の
作
品
）

作
品
提
出

　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

は
学
校
を
通
じ
て
、
一
般
の
方

は
図
書
館
ま
た
は
、
池
田
公
民

館
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

10
月
27
日
㈮
～

平
成
30
年
１
月
５
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館☎

82
︱
０
２
９
１

第
39
回
「
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」
募
集

　在宅で介護をしている方たちが集い、同じ悩みや
体験などを話し合える場として「在宅で介護をして
いる家族のつどい」を開催します。
　ゆっくりとした時間を過ごし、気分転換しましょ
う。どうぞお気軽にご参加ください。
日時　10月27日㈮　10時30分～14時
場所　サン・オリーブ和室
内容　①ヨガで心も体もリフレッシュ♪
　　　　～家でもできるヨガを学ぼう～
　　　　講師：柳　智子 先生
　　　②交流会（軽食を準備します）
対象者　町内に住所を有し、高齢者を在宅で介護し
　　　　ている家族など
参加費　無料
申込方法　10月13日㈮までに町地域包括支援センタ
　ー（☎︎82−7006）へお申し込みください。その際、
　見守りが必要な高齢者の方と一緒に参加される方
　や送迎ご希望の方は、合わせてご連絡ください。

在宅で介護をしている家族のつどい
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ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
？

　

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々

を
そ
の
国
の
出
身
で
あ
る
こ
と

の
み
を
理
由
に
、
差
別
意
識
を

持
ち
、
地
域
か
ら
排
除
し
よ
う

と
、
憎
し
み
を
表
現
す
る
言
動

で
す
。

　

例
え
ば
、
特
定
の
国
の
出
身

の
人
々
に
つ
い
て
、「
〇
〇
人
は

日
本
か
ら
出
て
い
け
！
」「
祖
国

へ
帰
れ
！
」
と
い
う
も
の
で
す
。

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
ど
う
し

　
て
い
け
な
い
の
？

　

不
当
な
差
別
的
言
動
が
、
言

わ
れ
て
い
る
人
々
に
不
安
感
や

嫌
悪
感
を
与
え
た
り
、
心
を
傷

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ

う
な
人
々
に
対
す
る
差
別
意
識

を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、

決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
す

　
た
め
の
法
律
が
で
き
た
の
？

　

正
式
名
称
は
、「
本
邦
外
出
身

者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
で
、
い
わ

ゆ
る
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消

法
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
内
容
？

・
国
民
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

　

を
社
会
か
ら
な
く
す
努
力
を

　

す
る
こ
と

・
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
す

　

た
め
の
教
育
の
充
実
、
相
談

　

体
制
を
整
備
す
る
こ
と

・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
す

　

た
め
の
広
報
、
理
解
を
深
め

　

る
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施

　

す
る
こ
と

　

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
す

　
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
は
？

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
な
く
し

て
い
く
必
要
性
を
、
一
人
ひ
と

り
が
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

　

小
豆
島
で
も
、
国
籍
の
違
う

多
く
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

偏
見
や
思
い
込
み
を
持
た
ず
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
町
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
対
策
課

　

☎
82
︱
７
０
１
１

　

総
務
省
で
は
、
10
月
16
日
㈪

か
ら
22
日
㈰
を
行
政
相
談
週
間

と
定
め
、
10
月
中
に
行
政
相
談

所
の
開
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
行
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
国
の
仕
事

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
持
ち

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

旧
内
海
庁
舎
第
１
相
談
室

相
談
委
員　

柏
原　
寛
子

日
時　

10
月
24
日
㈫

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

機
能
訓
練
室

相
談
委
員　

三
木　
洋
子

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
四
国
行
政
評
価
支
局

　

行
政
相
談
課

　

☎
０
８
７
︱
８
３
１
︱
３
１
０
３

行
政
相
談
週
間

～
困
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず

　
行
政
相
談
～

　

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
お

よ
び
香
川
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
10
月
30
日
㈪
か
ら
、

新
庁
舎
に
移
転
し
、
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
【
新
庁
舎
所
在
地
】

※
10
月
30
日
㈪
か
ら

　

〒
７
６
０
︱
０
０
１
９

　

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
３
番
33

　

号
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
合
同
庁

　

舎
南
館
２
階

　

☎
０
８
７
︱
８
２
１
︱
７
８
５
０

問
い
合
わ
せ
先

　

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
０
８
７
︱
８
１
５
︱
５
３
１
１

※
10
月
27
日
㈮
ま
で

高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
の

庁
舎
移
転
に
つ
い
て

高松
シンボル
タワー

高松港
旅客

ターミナル
ビル

JRホテル
クレメント

高松

JR高松駅
琴電
築港駅

N

高松法務局人権擁護部

　小豆島町と土庄税務署では、事業者の方を対象に消
費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。

　消費税の軽減税率制度は、平成31年10月１日か
らの消費税率10％への引き上げと同時に実施され
ます。
　消費税の課税事業者の方だけでなく、免税事業
者の方も、取扱商品の適用税率の確認や適用税率
ごとの区分経理など、制度の実施に向けた準備が
必要となります。

日時　10月19日㈭
　　　10時～11時30分、13時30分～15時
　　　※午前、午後の２回開催
　　　　ご都合の良い回にお越しください。
場所　新内海庁舎　会議室６
　　　※駐車場に限りがありますので、
　　　　公共交通機関をご利用ください。
問い合わせ先　　・税務課　担当：川﨑　☎︎82−7003
　・土庄税務署　調査部門　担当：川崎　☎︎62−1303

消費税軽減税率制度等説明会のご案内

法務省人権擁護局・全国人権擁
護委員連合会作成のバナー広告
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皆
様
の
お
手
元
に
未
使
用
の

商
品
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

小
豆
島
町
商
品
券
の
有
効
期

限
は
発
行
日
か
ら
一
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
を
過

ぎ
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
様
に
は
冠
婚
葬
祭

の
返
礼
や
景
品
な
ど
に
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
販
売
場
所
お
よ
び
時
間
】

　

小
豆
島
町
商
工
会
本
所

　
（
馬
木
）　

☎
82
︱
１
０
１
１

①
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム

　

シ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

　

ダ
ン
ト
ツ
水
溶
剤
２
，０
０
０

　

倍
を
樹
全
体
に
散
布
し
ま
し

　

ょ
う
。
散
布
し
た
ら
１
日
は

　

収
穫
で
き
ま
せ
ん
。

②
オ
リ
ー
ブ
の
果
実
は
そ
れ
ぞ

　

れ
の
用
途
に
応
じ
て
適
期
に

　

収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

③
オ
リ
ー
ブ
が
越
冬
す
る
た
め

　

の
養
分
と
し
て
、
ま
た
、
来

　

年
の
花
芽
の
た
め
の
養
分
と

　

し
て
、
秋
肥
を
10
月
下
旬
に

　

施
用
し
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

　
「
オ
リ
ー
ブ
ア
ナ
ア
キ
ゾ
ウ
ム
シ
」
は

株
元
の
日
陰
に
集
ま
り
や
す
い
の
で
、

除
草
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

受賞園地
池田
木庄

福田
木庄
池田

受 賞 者
松　江　寿美雄
森　下　　博

村　本　宏　喜
秋　田　哲　典
中　澤　宗　一

受　賞　区　分
香 川 県 知 事 賞
小 豆 島 町 長 賞
土 庄 町 長 賞
香川県農業協同組合代表理事理事長賞
ＮＰＯ法人小豆島オリーブ協会理事長賞
小 豆 島 オ リ ー ブ 振 興 協 議 会 長 賞

　

９
月
４
日
、
５
日
に
小
豆
島

オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
主
催
に

よ
る
オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

園
地
品
評
会
は
、
小
豆
地
区
の

オ
リ
ー
ブ
生
産
者
の
生
産
技
術

と
品
質
向
上
を
図
り
、
オ
リ
ー

ブ
産
地
と
し
て
オ
リ
ー
ブ
産
業

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
県
、
小
豆
島
町
、
土
庄

町
、
農
協
の
担
当
者
10
名
を
審

査
委
員
と
し
て
、
園
地
の
管
理

状
況
を
は
じ
め
、
剪せ

ん

定
の
状
況
、

着
果
量
、
病
害
虫
の
有
無
な
ど

の
４
項
目
計
50
点
満
点
で
審
査

を
行
い
、
受
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
は
平
成
30
年
２
月
に

開
催
予
定
で
す
。

審査風景

受賞者（敬称略）

※奨励賞　２点

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
時
～
16
時

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
課

　

☎
82
︱
７
０
０
７

小豆島町商品券

　世代を超えた地域住民の交流を図り、「農業」を次世
代に伝えるため、農業体験を実施している東條地域農
業集団では、次のとおり「安田の郷」収穫祭を開催し
ます。
日時・内容
●９月30日㈯　９時～11時
　産地交流市場（野菜・新米の販売）
●10月１日㈰　９時～15時
　 ｢安田の郷｣ 新米販売、児童の写真・絵画展、農機
　具展示、ビンゴゲーム、流しそうめん、餅投げなど
●10月２日㈪　９時～11時
　安田小学校児童、安田幼稚園児による稲刈り体験学習
※一般の方も参加できます。ただし、手袋、長靴はご
　持参ください。
場所　ファームステーション安田の郷およびその周辺
問い合わせ先　
　収穫祭実行委員会事務局　竹本知博（丸島建設内）
　☎︎82−2279

第９回「安田の郷」収穫祭

該　当　な　し

小
豆
島
町
商
品
券
の
有
効
期
限
は
一
年
で
す
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課　広報秘書係　☎75−1800

　8月28日、坂手の遊児老館において、「まちのおみ
せやさんごっこの会」が行われました。
　この会は、小豆島でお店を営む方々を講師に迎え、
子どもたちがプロの技を見たり、体験できることで、
まちのお店の魅力を知り、子どもたちの成長や夢につ
ながることを期待して企画されたワークショップです。
　今回は苗羽地区で焼き菓子屋を営む「うみねこかし
や」さんを講師に迎え、親子9組10人が思い思いのオ
リジナルパウンドケーキづくりに挑戦しました。

も まちのおみせやさんごっこの会

のづくりへの想いに触れる

　9月2日、旧小豆島高校において、「3万4000人の
キャンドルナイトin小豆島」が行われました。
　小豆島八十八ヶ所霊場で使われたろうそくを再利用
したキャンドルが小豆島の形に並べられた旧小豆島高
校では、約６千個のキャンドルが校門からグラウンド
を彩っていました。
　また、キャンドルを入れたカップには、郡内の保育
所、幼稚園、小学校、中学校の子どもたちの将来の夢
が描かれており、訪れた人たちは、ほのかなキャンド
ルの光で彩られた幻想的な空間を楽しんでいました。

幻 3万4000人のキャンドルナイトin小豆島

想的な光の彩り

　８月26日、岡山市の岡山シンフォニーホー
ルで第40回全日本おかあさんコーラス大会全
国大会が開催され、香川県の四国支部代表と
して「コーロ・オリーブ」が出場しました。
　「コーロ・オリーブ」は、町内のお母さんら
を中心に結成されており、町内外のコンサー
トやイベント等で歌声を披露しています。
　今回２回目の出場となった全国大会では、
　「茜の空に」を歌い上げ、見事「おかあさん
コーラス賞」を受賞しました。

全 「コーロ・オリーブ」全日本おかあさんコーラス全国大会出場

国の舞台で歌声を披露

　8月24日、サン・オリーブにおいて、小豆島食材開発会議主
催の講演会および長命草や関連商品の説明会が行われました。
　長命草は、生体内異物を体の外に出す効果があることが知ら
れており、現在、小豆島では、室生地区で栽培が行われていま
す。
　小豆島食材開発会議では、「しょうどしま長命草プロジェク
ト」と銘打って、小豆島で栽培された長命草を用い、さまざま
な島内企業と協力し、長命草を使った商品開発を進めています。

新 しょうどしま長命草プロジェクト

しい食材の開発に向けて
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課　広報秘書係　☎75−1800

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
（https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

　　　　　　英語での会話で質問されたときの回答
　　　　　　として、YesとNoの他に、いくつ言え
　　　　　　ますか？
　　　　　　「Do you recommend Hishio Don?」 
　　　　　　（ひしお丼はお勧めですか？）と聞か
れたときの返答方法をいくつかご紹介します。

「Yes」の代わりには
D

デフィネッテリー

efinitely （強くお勧めするときのYes）
S
シュアー

ure （はい、と同じ調子で使えます。もう少しカジ
　ュアル。）
M

メイビー

aybe / P
パーハップス

erhaps （それぞれ50％/20%ぐらいの確率
　でYes）

「No」の代わりには
I
アイム

’m n
ノット

ot s
シュアー

ure （やんわりとNoを伝えたいとき）
M

メイビー

aybe n
ノット

ot （多分勧めない）
A

アブソルートリー

bsolutely n
ノット

ot （絶対にお勧めしない）
これ以外にも状況に応じて、Yes/Noを避けて応え

るフレーズがあります。
I
イット

t d
ディペンズ

epends. （状況による−醤油や味噌の味が好きな
　らお勧めする、といった条件によって回答が異な
　る、という意味）
I
イッツ

t’s u
アップ

p t
トュー

o y
ユー

ou. （あなたの考え次第−ひしお丼を食
　べに行くかどうかの決断を相手にゆだねる、など
　の場合に使用できます。）

微妙な違いを感じ取って、状況に応じて使い分けて
みてくださいね。

小豆島町では小豆島の魅力を伝える英会話教室を実
施していますので、お気軽にご参加ください。次回
のクラスは10月2日㈪、11月13日㈪です。詳しくは
企画財政課（☎︎75−1800）まで。

Enjoy speaking English!　
　　小豆島町国際交流アドバイザー
　　小豆島観光国際化アドバイザー　　森川光与

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

　9月9日と10日の両日、小豆島中央高校におい
て、開校後初めてとなる文化祭が行われました。
　各クラスでは、生徒たちが手づくりした展示作
品やアトラクションのほか、軽食の販売などが行
われました。また、文化部によるステージイベン
トやクラス対抗のコーラス大会では、訪れたたく
さんの方々で盛り上がりました。
　初日の9日には、校歌を作詞した響敏也さん、
作曲した宮川彬良さんが来校し、校歌に込められ
た思いなどを語った後、宮川さんの伴奏のもと、
生徒全員で校歌を歌いました。

文 小豆島中央高校文化祭

化の花咲く学び舎

　草壁港に設置されているアートトイレ「石の島の石」の衛
生陶器を提供している株式会社LIXILが「中四国観光地トイレ
おもてなし一斉清掃」の一環として、9月4日、星城小学校で
出前授業とアートトイレの清掃を行いました。
　児童たちは、世界の3分の１の人々が清潔なトイレを使え
ていないことを知るなど、衛生の大切さを学び、授業後は、
スタッフの皆さんとアートトイレを隅々まで磨き上げました。
　また、同日には、苗羽小学校の児童が、二十四の瞳映画村
のトイレなどの清掃を行いました。

お 株式会社LIXIL出前授業＆トイレ清掃

もてなし清掃から学ぶ
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R
ecru

itm
en

t

募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

介
護
保
険
施
設
に
勤
務
す
る

臨
時
職
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

１
名
程
度

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方

②
機
能
訓
練
指
導
員

１
名
程
度

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
の

資
格
を
有
す
る
方

募
集
期
間

　

随
時
（
採
用
予
定
者
数
に
達

　

し
た
時
点
で
終
了
）

応
募
用
紙
の
請
求
・
提
出
場
所

　

小
豆
島
町
役
場
総
務
課

　
（
池
田
庁
舎
）

　

☎
75
︱
１
７
０
０

　

介
護
保
険
施
設

　

☎
82
︱
７
０
３
１

介
護
保
険
施
設
臨
時
職
員
募
集

国際交流アドバイザー森川光与さんの

月10

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
29
年
度

の
学
生
採
用
試
験
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
区
分

①
自
衛
官
候
補
生

②
高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格

　
（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

②
中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
む
）

　

の
17
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

①
年
間
を
通
じ
て

②
11
月
１
日
㈬
～

平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

募
集
団
地
（
３
戸
）

◦
西
村
団
地　
　

３
０
５
号
室

◦
橘
団
地　
　
　

３
︱
１
号
室

◦
苗
羽
団
地　
　

３
︱
２
号
室

募
集
期
間

　

10
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

応
募
資
格

①
小
豆
島
町
内
に
住
所
ま
た
は

　

勤
務
場
所
が
あ
る
方
で
現
に

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
事
が
明

　

ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

　

（
原
則
60
歳
以
上
の
方
・
身

　

体
に
障
害
の
あ
る
方
【
手
帳

　

１
～
４
級
】
な
ど
は
、
１
人

　

で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

　

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を
差

　

し
引
い
た
所
得
額
が
基
準

　

【
月
15
万
８
千
円
以
下
】
に

　

該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

　

る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

　

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

　

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

　

が
あ
り
、
町
内
居
住
者
で
あ

　

る
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら
れ

　

る
方
（
２
名
で
、
町
営
住
宅

　

に
入
居
し
て
い
な
い
方
）

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

　

と
す
る
方
が
暴
力
団
員
で
な

　

い
こ
と

入
居
者
の
決
定　

公
開
抽
選

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
管
理
係

　
（
☎
82
︱
７
０
０
９
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日

①
受
付
時
に
お
知
ら
せ

②
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

※
受
験
料
は
無
料
で
、
他
校
と

の
併
願
受
験
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
・
自
衛
隊
土
庄
分
駐
所

　

☎
62
︱
７
０
０
０

　
・
防
衛
省　
・
自
衛
隊
香
川
地
方

　

協
力
本
部

　

☎
０
８
７
︱
８
３
１
︱
０
２
３
１

自
衛
官
採
用
試
験

小
豆
島
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

小
豆
島
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

当
会
員
は
、
普
段
は
、
国
内

外
の
無
線
仲
間
と
交
信
し
、
災

害
時
な
ど
に
は
、
警
察
署
と
連

携
し
、
災
害
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
て

　

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

　

④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑤
無
線

　

免
許
の
有
無
を
お
書
き
の
上
、

　

左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
６
１
︱
４
４
３
３

　

小
豆
島
町
神
懸
通
甲
４
０
８
︱
１

　

小
豆
島
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

　

ラ
ブ
事
務
局　

小
川
祥
平
宛

☎
82
︱
５
３
７
５

※
入
会
金
は
無
料（
期
間
限
定
）

I
n
form

ation

知
ら
せ

お
日
時　

10
月
17
日
㈫

　
　
　

18
時
～
19
時

（
受
付
：
17
時
30
分
～
）

場
所　

ふ
る
さ
と
荘
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

観
光
案
内
や
あ
い
さ
つ
、

　

日
常
で
使
え
る
基
本
的
な
英

　

会
話
を
楽
し
く
学
び
ま
す

講
師　

森
川　
光
与　
氏

　
　
（
小
豆
島
観
光
国
際
化

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

初
め
て
参
加
さ
れ

　

る
方
は
電
話
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

主
催　

小
豆
島
観
光
国
際
化
チ
ー
ム

申
し
込
み
先

　
（
一
社
）小
豆
島
観
光
協
会

☎
82
︱
１
７
７
５

第
20
回
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

「Y

よ

　う

　こ

　そ

OKOSO S

小

　豆

　島

HODOSHIM
A

」

日
時　

10
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰

　
　
　

９
時
～
18
時

場
所　

内
海
福
祉
会
館
２
階

主
催　

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ
、

　
　
　

全
日
本
写
真
連
盟
小
豆

　
　
　

島
支
部

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

 

第
55
回
写
真
展
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A
d
v
ice

相
談

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

日
時
・
場
所

　　
◦
10
月
13
日
㈮
（
要
予
約
）

　

10
時
～
15
時

　

新
内
海
庁
舎（
旧
内
海
病
院
）

　

２
階　

会
議
室
５

　
◦
10
月
18
日
㈬

　

10
時
～
15
時

　

池
田
庁
舎　

第
３
会
議
室

※
10
月
13
日
の
新
内
海
庁
舎
で

の
年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
数
で

す
が
、
事
前
に
日
本
年
金
機
構
・

高
松
東
年
金
事
務
所
ま
で
電
話

で
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈯
15
時
～

29
日
㈰
10
時

場
所　

香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館
（
高
松
市
国
分
寺
町

　

国
分
１
０
０
９
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
が
ん
患

　

者
、
が
ん
経
験
者
、
高
校
生

　

以
下
無
料
）

内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー

　

ク
、
応
援
イ
ベ
ン
ト
、
ル
ミ

　

ナ
リ
エ
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・

　

ジ
ャ
パン
か
が
わ
高
松
事
務
局

　

☎
０
８
０
︱

６
３
９
２
︱

２
０
１
６

日
時　

10
月
28
日
㈯

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

土
庄
簡
易
裁
判
所
民

　

事
調
停
委
員
、
高
松
家
庭
裁

　

判
所
土
庄
出
張
所
家
事
調
停

　

委
員

内
容　

金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、

　

交
通
事
故
、
土
地
境
界
、
夫

　

婦
関
係
、
親
子
関
係
な
ど
の

　

も
め
ご
と
一
切

※
調
停
手
続
き
の
予
定
の
な
い

方
で
も
結
構
で
す
。
相
談
者
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
料　

無
料

主
催　

土
庄
調
停
協
会

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・

ジ
ャ
パ
ン2017

か
が
わ
高
松

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で

︱
10
月
１
日
～
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す
︱

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の

依
頼
に
よ
り
遺
言
書
を
作
成
す

る
ほ
か
、
各
種
契
約
書
（
公
正

証
書
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

遺
言
書
を
公
正
証
書
で
作
成
し

て
お
く
と
、
相
続
や
遺
贈
の
手

続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　

証
書
作
成
手
続
に
つ
い
て
の

日
時　

10
月
２
日
㈪

　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

高
松
家
庭
・
簡
易
裁
判

　

所
庁
舎
１
階

（
高
松
市
丸
の
内
２
︱

27
）

相
談
方
法　

弁
護
士
に
よ
る
面

　

談
で
の
相
談
（
30
分
程
度
）

※
必
ず
受
付
時
間
に
受
付
を
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

費
用　

無
料

予
約　

不
要
（
受
付
順
）

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
︱
８
２
２
︱
３
６
９
３

「
法
の
日
」
週
間

無
料
法
律
相
談

日
時　

10
月
６
日
㈮

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所

◦
高
松
会
場
：
香
川
県
庁
本
館

　

一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前

◦
丸
亀
会
場
：
丸
亀
市
役
所
二

　

階
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
香
川
県
不
動

不
動
産
鑑
定
無
料
相
談
会

調

停

相

談

会

　予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

　

☎
０
８
７
︱

８
６
１
︱

３
８
６
６

　

自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま

し
た
ら
、「
１
」
を
押
し
た
後
、

　
「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
運
転

免
許
証
な
ど
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
来
ら

れ
る
際
に
は
、
委
任
状
お
よ
び

依
頼
を
受
け
た
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
物
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

☎
82
︱
７
０
０
５

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
松
公
証
役
場

　

☎
０
８
７
︱
８
１
３
︱
３
５
３
６

日
時　

10
月
10
日
㈫
～
16
日
㈪

　
　
　

10
時
～
16
時

※
10
日
、
14
日
、
15
日
は
13
時

　

～
16
時

場
所　

◦
10
日
、
11
日
：
香
川
県
労
働

　

委
員
会
会
議
室

　

（
県
庁
東
館
３
階
）

◦
12
日
：
丸
亀
市
役
所
本
館
５

　

階
第
１
会
議
室

◦
13
日
：
さ
ぬ
き
市
役
所
附
属

　

棟
１
階
多
目
的
室

◦
14
日
、
15
日
：
高
松
市
生
涯

　

学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚

　

室
◦
16
日
：
三
豊
市
役
所
危
機
管

　

理
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

対
象
者　

県
内
の
事
業
所
で
働

　

く
労
働
者
、
労
働
組
合
関
係

　

者
、
事
業
主
、
企
業
等
の
人

　

事
・
労
務
担
当
者

相
談
内
容　

解
雇
、
退
職
、
賃

　

金
未
払
、
労
働
条
件
の
引
下

　

げ
等
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員　

香
川
県
労
働
委
員
会

　

委
員
（
大
学
教
授
、
弁
護
士

　

等
）、
国
・
県
の
職
員
、
特
定

　

社
会
保
険
労
務
士

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

◦
相
談
日
が
10
日
の
場
合
：
６

　

日
の
午
前
中
ま
で

◦
相
談
日
が
11
日
～
13
日
の
場

　

合
：
相
談
日
前
日
の
午
前
中

　

ま
で

◦
相
談
日
が
14
日
～
16
日
の
場

　

合
：
13
日
の
午
前
中
ま
で

主
催　

香
川
県
労
働
委
員
会
、

　

香
川
県
、
香
川
労
働
局

後
援　

連
合
香
川
、
香
川
県
経

　

営
者
協
会
、
香
川
県
社
会
保

　

険
労
務
士
会

問
い
合
わ
せ
先　

　

香
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
︱

８
３
２
︱

３
７
２
３

　
　

roui@
pref.kagaw

a.

　

lg.jp

無
料
労
働
問
題
相
談
会

　

産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
︱

８
２
２
︱

８
７
８
５
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町内の
発生状況

事故・火災・救急
【８月】

リサイクル用品の情報をお待ちしていま
す。環境衛生課（☎82−7008）

役場では品物を預かっておりません。
ご了承ください。

区　分

発　　生

負 傷 者

死 亡 者

火　　災

救　　急

件　数

4

6

0

31

37

0

35

40

00

12

70

4

582

6

484

1月からの
累　　計 昨年同期

【求めます】
スマートフォン　SIMフリー	 無償
自転車　27インチ	 無償
ラジカセ	 無償
安田幼稚園　制服　120センチ	 無償
　　〃　　　制服ズボン　120センチ	 無償
　　〃　　　体操服　120センチ・半袖・長袖	 無償
　　〃　　　カバン	 無償
マッサージ機　いす型	 無償
こたつ	 無償

幼児用トランポリンはリサイクルできま
した。
ご協力ありがとうございました。

【譲ります】
ぬいぐるみ（大）　阪神タイガース	 無償
食卓テーブル　イタリア製・いす4脚付き	有償

お買い物は
地元商店を
使いましょう

お買い物は地元商店を使いましょう

10月17日から23日は『薬と健康の週間』です

9月5日から11日までは『救急医療週間』、9月10日から16日までは『自殺予防週間』です

毎月19日は「食育の日」朝ごはん大好き　野菜大好き　小豆っこ

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています！

10月　くらしのカレンダー

　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の
島々の魅力をお伝えしています。
　10月は、「秋まつり」、「オリーブの新漬け」、「寒霞渓もみじ茶会」、「新
しいお店」などの話題をお届けする予定です。
　※放送内容は、変更になる場合があります。
　FM香川　周波数78．6MHz　毎週火曜日8：25～8：30
　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読く
ださい。

「瀬戸内しまラジ！」放送中

（８・９月受付分）
リサイクル情報

町 県 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
納期月の末日が納期限です
　（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

５月

１期
全期

６月
１期

１期

１期

７月

２期

１期

８月

２期
２期
２期

９月
２期

３期

10月

３期

３期
４期
３期

11月
３期

５期

12月

４期

４期
６期
４期

１月
４期

７期

2月

５期
８期
５期

税目 納期限

今 月 の 納 税

みなさんからの （敬称略）寄　付
● 社会福祉協議会へ
　▷豊　　寿　　園
● 安田小学校へ
　▷株式会社ヤマヒサ
● 苗羽小学校へ
　▷炭山歯科医院
● 小豆島オリーブ杯バレーボール

　大会開催にかかる寄付
　▷菅　　 安　 幸　（草壁本町）

いこいの場　　　　10：00～12：00　　　　　 内海福祉会館

行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階　機能訓練室

3歳児健診 13：00～16：00　新内海庁舎1階保健センター
　（対象児：平成26年２月～４月生まれ）

献血 9：30～15：30　ふるさと村（商工まつり）

1歳6か月児健診 13：00～16：00　新内海庁舎１階　保健センター
　（対象児：平成28年１月10日～４月30日生まれ）

心配ごと相談所 13：30～15：30　旧内海庁舎1階　第1相談室

こころの悩み相談　14：30～16：10　小豆総合事務所　東館1階デイケア室

}

よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　新内海庁舎１階　相談室2
知財総合支援窓口（要事前予約） 10：00～16：00　新内海庁舎１階　相談室3

5日

10日

12日

13日

17日

18日

20日
22日
23日
24日

27日

29日

木

火

木

金

火

水

金
日
月
火

金

日

健康相談 10：00～11：00　　　 吉田地区浜集会所

すくすくルーム　　10：00～12：00
　（対象児：平成29年８月生まれ）　　 　 　イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

健康相談 9：30～10：30　　　　 　　　草壁会館
 13：30～14：30　　　　 　　　城山会館

心配ごと相談所 13：30～15：30　池田保健センター1階　機能訓練室

食の教室K
，
sキッチン 10：00～13：00　池田保健センター　調理室

行政相談 13：30～16：00　旧内海庁舎1階　第1相談室
健康相談 10：00～11：00　新内海庁舎１階　相談室3

健康相談 10：00～11：00　　　　 当浜第二集会所
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人
の
動
きこ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

８
月
11
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で

◎　
出　
　

生
（
３
人
）

【
お
め
で
た
】

　

赤
ち
ゃ
ん　
性
別　

保
護
者　

地　

区

吉
永
香か

笑え 

女　
泰　

三 

西　

村

河
内
渚な

ぎ
さ冴 

女 

謙　

治 

馬　

木

岡
田
翔し

ょ
う
ま真 

男 

哲　

則 

苗　

羽

　

氏　

名　

歳　
届
出
人　
地　

区

田
村
一
清　
58 

悦　

子 

池　

田

岡
田
純
信 

73 

千
鶴
代 　

〃

吉
田
定
雄 

88 

平
井
み
ど
り 　

〃

岡　

曉
美 

82 

光　

春 

中　

山

井
口
セ
ツ
子　

92 

平　

治 　

〃

森
口
一
江 

85 

下
地
千
賀
子 

吉　

野

橋
本
増
雄 

83 

幸　

雄 

蒲　

野

黒
島
ハ
ヤ
子 

85 

嘉　

夫 

西　

村

山
本
善
信 

102 

善　

弘 

片　

城

　

野
コ
ユ
キ 

99 

城　

德
明 

安　

田

◎　
死　
　

亡
（
15
人
）

【
お
く
や
み
】

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

人　口　14,375 人　（△16人）

男　性　 6,811 人　（△10人）

女　性　 7,564 人　（△ 6人）

世帯数　 6,361世帯　（△ 2）

（９月１日現在（　）内は前月比）

 

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

　

都
会
と
比
べ
る
と
選
択
肢
が
少

な
い
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

調
べ
て
も
な
か
な
か
情
報
出
て
こ

ず
…
…
。
諦
め
か
け
て
い
た
と
こ

ろ
ど
う
に
か
仕
事
が
見
つ
か
り
、

そ
の
後
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
こ
と

が
運
び
、
小
豆
島
に
住
み
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
豆
島
へ
は
子
ど
も
の
と
き
に

１
度
、
成
人
し
て
か
ら
も
１
度
来

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

時
の
印
象
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

の
印
象
は
「
海
！
」「
山
！
」
と
い

っ
た
自
然
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で

い
て
あ
ま
り
田
舎
っ
ぽ
く
な
い
。

で
す
か
ら
、「
田
舎
で
暮
ら
し
て
み

た
い
け
ど
、
あ
ま
り
田
舎
す
ぎ
る

の
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う
よ
う

な
移
住
者
に
は
お
す
す
め
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
住
み
始
め
て
、
四
季
を

通
し
て
島
の
景
色
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
季
節
ご
と
に
海

や
山
な
ど
の
印
象
が
が
ら
り
と
変

わ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
同

じ
場
所
で
も
季
節
が
変
わ
る
と
違

っ
た
表
情
が
見
え
て
く
る
こ
と
に

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

生
活
面
で
は
、
移
住
前
は
毎
日

遅
く
ま
で
心
身
と
も
に
ヘ
ト
ヘ
ト

に
な
る
ま
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

移
住
し
て
か
ら
は
規
則
正
し
い
生

活
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
、
少
し

健
康
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
す
ぐ
は
、
こ
れ
ま
で

の
生
活
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
し
ま
う
人
も
い
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
ま
で
住
ん
で
き
た
場
所
と
は

違
う
環
境
で
起
き
る
出
来
事
を
ど

う
捉
え
る
か
。
そ
れ
を
「
苦
し
い
」

と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
い
い
の

で
「
楽
し
い
」
と
思
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
き
っ
と
毎
日
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
進
学
時
か
ら
都
市
部
に
住

み
は
じ
め
、
就
職
し
て
か
ら
も
し

ば
ら
く
都
市
部
で
生
活
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

働
く
場
所
や
遊
ぶ
場
所
な
ど
の

選
択
肢
が
多
く
、
何
不
自
由
な
い

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
と

し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
と
き
の
生

活
に
疑
問
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
が
経
ち
、
転
職

す
る
か
地
元
に
戻
る
か
と
考
え
て

い
た
時
、
漠
然
と
「
田
舎
に
住
み

た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昔
か
ら
「
思
い
立
っ
た
ら

す
ぐ
行
動
」
を
地
で
行
く
人
間
だ

っ
た
の
で
、
そ
れ
な
ら
「
田
舎
で

住
む
方
法
を
探
そ
う
」
と
い
ろ
い

ろ
と
調
べ
始
め
ま
し
た
。
実
際
に

候
補
地
に
足
を
運
ん
だ
り
も
し
ま

し
た
。

　

何
よ
り
も
仕
事
（
お
金
）
が
必

要
だ
と
考
え
、
仕
事
を
探
す
と
こ

ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

◎　
婚　
　

姻
（
２
組
）

【
ご
結
婚
】

　

氏
名　

夫　
　

妻　
　

地　

区

金
田　

雄
人
・
め
ぐ
み 

蒲　

生

中
西　

恵
司
・
真　

弓 

安　

田

　

10
月
は
祭
り
の
季
節

で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
乗
り
子
と
し
て
、

祭
り
に
携
わ
り
、
成
人

し
て
か
ら
は
担
き
手
と

し
て
、
携
わ
れ
る
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

各
地
区
の
お
祭
り
も
含
め
、
特

集
記
事
で
も
ご
紹
介
し
た
町
内
の

文
化
財
な
ど
の
伝
統
あ
る
文
化
が

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

あとがき
（編集を終えて）

あとがき
（編集を終えて）

小
豆
島
を
元
気
に
！
　私
の
提
言

小こ　

林ば
や
し　

祐ゆ
う　

介す
け

さ
ん

現
住
所　

池
田

「
自
然
豊
か
な
場
所
で
」

No.79

黒
島
シ
ズ
子 

97 　

豊 

馬　

木

池
元
き
よ
子 

87 

正　

一 　

〃

近
藤
容
平 

89 

貴　

信 　

〃

播
磨
久
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104 

正　

敏 

苗　

羽

岡
㟢
敏
明 

83 

文　

秋 

坂　

手


